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1430 万件、36 万件の記録のシステム開発及び作業の状況 

 

１ 「１４３０万件」（注１）及び「３６万件」（注２）の旧台帳の記録の名寄せ等の実施に係るシステムについては、主

に５０００万件の名寄せ等の対応で開発したプログラムを活用。 

 

２ 旧台帳に係る方へのお知らせの送付後に必要となる旧台帳記録の進捗状況管理等のプログラムについては、現在

開発中。 

【主な開発事項】 

・厚生年金保険旧台帳情報抽出・・・・・・開発済 

・漢字索引システムの構築・・・・・・・・１２月着手 

・通知対象者の登録・照会・・・・・・・・１２月着手 

・旧台帳記録の進捗状況管理・・・・・・・１２月着手 

 

３ オンライン記録との名寄せを行うために、昨年 9月より旧台帳から氏名や生年月日等の転記作業を進めている。 
（注）現時点（１月１８日時点）における作業の進捗状況 

① マイクロフィルムの紙出力                 終了 

② オンラインに収録済みの記録と未収録記録の分類       終了 

③ 漢字氏名等の一次転記作業              約８割終了 

④ 転記内容の確認作業                 約２割終了 

 

４ 年金受給者及び現役加入者のコンピュータ記録との名寄せを実施し、記録が結びつく可能性が ある方に対して

はその旨を平成２０年５月までを目途に通知する。 

 

 
（注１）昭和２９年４月１日以前に資格取得し、同日前に喪失し、昭和３４年３月３１日まで再取得していない者の厚生年金保険の被保

険者台帳で、マイクロフィルム化して管理しているもの 

（注２）昭和２５年４月１日以前に資格喪失していた者の船員保険の被保険者台帳で、マイクロフィルム化して管理しているもの 
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